
校
」
へ
と
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
新
た
に
開
校
さ
せ
た
。

同
校
Ｏ
Ｂ
と
し
て
、
現
役
の
市
長
と
し
て
非
常
に
大

き
な
喜
び
で
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

　
「
そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
大
き
な
喜
び
で
は
あ
り
ま
す

が
、
同
時
に
今
後
に
向
け
た
大
き
な
不
安
も
抱
え
て

の
船
出
と
な
り
ま
し
た
」（
小
林
市
長
）

　

そ
れ
も
そ
の
は
ず
、
市
立
三
笠
高
校
は
調
理
師
を

養
成
す
る
「
食
物
調
理
科
」（
調
理
師
コ
ー
ス
20
人
、

製
菓
コ
ー
ス
20
人
）
の
み
の
単
科
高
校
と
い
う
非
常

に
ユ
ニ
ー
ク
な
コ
ン
セ
プ
ト
の
高
校
だ
か
ら

だ
。
三
笠
市
と
し
て
も
市
立
三
笠
高
校
の
始

動
を
地
域
活
性
化
の
鍵
と
位
置
付
け
、
そ
の

成
功
に
賭
け
て
い
る
。

　

炭
鉱
の
閉
山
以
来
、
主
要
産
業
と
し
て
地

域
を
牽け
ん
い
ん引

す
る
産
業
が
育
た
な
い
ま
ま
、
市

民
の
高
齢
化
率
も
43
％
に
達
す
る
な
ど
、
地

域
全
体
が
閉
塞
的
な
状
況
に
陥
っ
て
い
る

中
、
市
立
三
笠
高
校
に
は
そ
う
し
た
現
状
を

打
ち
破
る
起
爆
剤
と
し
て
の
役
割
が
期
待
さ

れ
て
い
る
の
だ
。

　

具
体
的
に
は
、
清
浄
な
空
気
や
水
に
は
ぐ

く
ま
れ
た
質
の
高
い
海
・
山
・
里
の
食
材
を

生
産
し
続
け
る
北
海
道
と
い
う
地
の
利
を
生

か
し
、
優
れ
た
料
理
人
を
養
成
・
輩
出
す
る

と
と
も
に
、
そ
う
し
た
流
れ
を
地
域
文
化
の

一
つ
と
し
て
根
付
か
せ
て
い
く
こ
と
を
長
期

的
目
標
に
据
え
て
い
る
。
さ
ら
に
２
〜
３
年

後
の
短
期
目
標
と
し
て
、
卒
業
生
が
地
域
で

働
け
る「
高
校
生
レ
ス
ト
ラ
ン
・
三
笠
市
版
」の
オ
ー

プ
ン
を
目
指
し
て
い
る
。

高
校
生
レ
ス
ト
ラ
ン
・ 

三
笠
市
版
を
目
指
し
て

　

高
校
生
レ
ス
ト
ラ
ン
と
い
う
呼
称
は
三
重
県
立
相

可
高
校（
多
気
町
）を
モ
デ
ル
に
し
た
人
気
テ
レ
ビ
ド

ラ
マ
『
高
校
生
レ
ス
ト
ラ
ン
』（
平
成
23
年
５
月
〜
７

月
、
日
本
テ
レ
ビ
系
で
全
国
ネ
ッ
ト
）
の
放
映
で
広

く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。『
高
校
生
レ
ス
ト
ラ

ン
』
の
ス
ト
ー
リ
ー
は
、
元
料
理
人
で
相
可
高
校
食

物
調
理
科
（
普
通
科
、
生
産
経
済
科
、
環
境
創
造
科

が
併
設
）
に
赴
任
し
た
教
師
が
、
町
役
場
の
協
力
で

生
徒
た
ち
の
実
践
的
な
教
育
施
設
と
し
て
立
ち
上
げ

た
食
堂「
ま
ご
の
店
」（
運
営
は
同
校
調
理
ク
ラ
ブ
）を

開
店
し
、
大
き
な
話
題
を
呼
ん
だ
事
例
に
基
づ
い
て

い
る
。
地
域
の
高
齢
者
が
販
売
担
当
す
る
農
産
物
直

売
所
横
に
設
置
さ
れ
た
こ
と
か
ら「
ま
ご
の
店
」と
命

名
さ
れ
た
。

　

高
齢
者
が
働
く
農
産
物
直
売
所
の
隣
で
、
地
域
の

食
材
を
利
用
し
た
料
理
を
高
校
生
が
つ
く
り
、
提
供

「
食
」が
テ
ー
マ
の
市
立
高
校
誕
生

　

今
年
３
月
、
北
海
道
立
三
笠
高
校
が
67
年
間
の
歴

史
の
幕
を
閉
じ
た
。
最
後
の
卒
業
生
は
15
名
だ
っ
た

が
、
67
年
間
の
卒
業
生
は
累
計
１
万
５
０
０
０
人
以

上
。
地
域
の
人
材
育
成
に
多
大
な
足
跡
を
残
し
て
の

閉
校
だ
っ
た
。

　

終
戦
直
前
の
昭
和
20
年
４
月
、
炭
鉱
の
ま
ち
・
三

笠
に
お
け
る
初
の
高
等
学
校
・
町
立
三
笠
工
業
学
校

（
当
初
は
炭
鉱
技
術
者
を
養
成
す
る
採
鉱
科
の
み
。

23
年
に
土
木
科
・
建
築
科
併
設
）
と
し
て
ス
タ
ー
ト

し
た
同
校
は
、
昭
和
24
年
３
月
に
道
立
へ
移
管
す
る
。

同
25
年
に
は
定
時
制
の
採
鉱
科
を
設
置
し
、
翌
26
年

に
は
普
通
科
も
設
置
。
人
口
増
加
に
付
随
し
て
生
徒

数
や
併
設
科
を
順
調
に
増
や
し
、
昭
和
44
年
に
は
夏

の
甲
子
園
に
初
出
場
す
る
な
ど
、
全
国
的
な
知
名
度

を
高
め
て
い
く
。

　

石
炭
産
業
の
衰
退
に
つ
れ
、
昭
和
40
年
代
以
降
に

生
徒
数
を
減
ら
し
始
め
て
い
た
同
校
が
、
急
激
な
生

徒
数
減
少
に
直
面
す
る
の
は
昭
和
47
年
、
市
内
に
長

年
立
地
し
て
い
た
奔
別
炭
鉱
の
閉
山
が
き
っ
か
け

だ
っ
た
。

　
「
私
は
昭
和
26
年
に
三
笠
高
校
が
普
通
科
を
設
置

し
た
際
、
第
１
期
生
と
し
て
入
学
し
ま
し
た
。
炭
鉱

の
ま
ち
三
笠
市
が
人
口
面
で
最
盛
期
を
迎
え
る
の
は

昭
和
34
年
。
２
年
前
の
昭
和
32
年
に
市
制
を
施
行
し

て
い
ま
す
か
ら
、
当
時
は
ま
だ
、
三
笠
市
が
経
済
的

に
も
人
口
的
に
も
成
長
の
真
っ
た
だ
中
に
あ
っ
た
時

期
と
い
え
ま
す
」

　

そ
う
語
る
の
は
小
林
和
男
・
三
笠
市
長
で
あ
る
。

三
笠
市
の
人
口
は
昭
和
34
年
の
ピ
ー
ク
時
に
約

６
万
３
０
０
０
人
を
数
え
た
が
、
現
在
は
約
１
万
人
。

当
時
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
（
石
炭
か
ら
石
油
へ
の
転

換
）
は
、
炭
鉱
と
と
も
に
発
展
し
た
三
笠
市
を
は
じ

め
と
す
る
空
知
地
方
全
域
に
同
様
の
現
象
を
生
じ
さ

せ
た
。

　

炭
鉱
全
盛
期
に
育
っ
た
小
林
市
長
は
三
笠
市
の
発

展
途
上
の
最
盛
期
に
道
立
三
笠
高
校
普
通
科
１
期
生

と
し
て
入
学
し
、
市
長
３
期
目
の
途
上
で
、
母
校
の

整
理
に
直
面
し
た
こ

と
に
な
る
。
高
校
が
地

元
か
ら
な
く
な
る
の
は
地

域
の
活
力
と
い
う
点
で
非
常
に
影
響
が
大
き
い
た

め
、
閉
校
が
決
ま
っ
た
当
初
は
道
立
高
校
の
存
続
陳

情
を
懸
命
に
行
っ
た
が
、
叶
わ
な
か
っ
た
。

　

以
来
、
新
た
な
可
能
性
を
探
ろ
う
と
軌
道
修
正
。

結
果
的
に
、
母
校
の
終
え
ん
を
迎
え
た
翌
月
、
す
な

わ
ち
今
年
４
月
に
、
道
立
三
笠
高
校
を「
市
立
三
笠
高

（北海道）

埋
蔵
さ
れ
た
地
域
資
源
を
生
か
し

ま
ち
の
活
力
を
取
り
戻
す

市 政 ル ポ 三
み か さ

笠市

小
こばやし

林和
か ず お

男
三笠市長

北海道初の本格的多目的ダムである桂沢湖

昨年、市来知村として開庁されて以来、130年の節目を迎えた（開庁130周年記念式典）
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す
る
事
例
は
、
地
産
地
消
モ
デ
ル
と
し
て
の
効
果
だ

け
で
な
く
、
世
代
を
超
え
た
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
の

成
功
事
例
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。

　

三
笠
高
校
が
食
物
調
理
科
の
単
科
高
校
と
し
て
再

出
発
す
る
に
際
し
て
も
、
こ
の
事
例
を
大
い
に
参
考

に
し
、
仕
掛
け
を
行
っ
た
三
重
県
多
気
町
に
も
多
大

な
協
力
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
「
多
気
町
の
担
当
職
員
の
方
か
ら
は
『
食
』
と
い
う

も
の
の
持
つ
力
、
お
い
し
い
も
の
を
食
べ
る
と
み
ん

な
が
幸
福
に
な
れ
る
、
何
よ
り
も
地
域
に
元
気
が
出

る
こ
と
を
改
め
て
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
相
可

高
校
調
理
ク
ラ
ブ
顧
問
の
村
林
新
吾
先
生
に
は
三
笠

市
に
わ
ざ
わ
ざ
来
て
い
た
だ
き
、
食
物
調
理

科
の
単
科
高
校
と
し
て
出
発
す
る
三
笠
高
校

に
多
角
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
今
年
８
月
の
夏
休
み
に
は
調
理
ク
ラ
ブ

の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
先
生
の
ご
子
息
・
卓
郎

さ
ん
に
も
、
三
笠
高
校
に
指
導
に
来
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
」（
小
林
市
長
）

　

村
林
卓
郎
さ
ん
は
調
理
ク
ラ
ブ
の
仲
間
と

と
も
に
昨
年
９
月
、
台
北
市（
台
湾
）で
開
催

の《
国
際
高
校
生
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
》に
参
加

し
、
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
。
初
年
度
で
上

級
生
の
い
な
い
市
立
三
笠
高
校
の
生
徒
た
ち

に
と
っ
て
は
、
ま
さ
に「
生
き
た
お
手
本
」と

な
る
こ
と
だ
ろ
う（
取
材
は
７
月
半
ば
）。

　

さ
ら
に
市
立
三
笠
高

校
の
開
校
に
際
し
て
は

食
物
調
理
科
の
主
任
講

師
に
Ｏ
Ｂ
を
派
遣
し
て

も
ら
う
な
ど
、
相
可
高

校
と
の
密
接
な
交
流
を
積
み
重

ね
、
無
事
、
開
校
に
こ
ぎ
つ
け

る
こ
と
が
で
き
た
が
、
開
校
準

備
中
は
「
実
際
問
題
、
食
物
調

理
科
だ
け
の
単
科
高
校
と
い
う

位
置
付
け
の
市
立
三
笠
高
校
の

生
徒
募
集
に
、
応
募
し
て
く
れ

る
中
学
生
は
ど
れ
ほ
ど
い
る
の

だ
ろ
う
か
」（
小
林
市
長
）
と
の

懸
念
が
、
か
な
り
大
き
か
っ
た

と
い
う
。

　

三
笠
市
で
は
道
立
三
笠
高
校
が
道
の
公
立
高
等
学

校
適
正
配
置
計
画
に
基
づ
き
、
23
年
度
末
で
の
閉
校

が
決
定
し
た
平
成
20
年
の
段
階
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
模

索
を
開
始
し
た
。
議
会
と
の
折
衝
な
ど
を
経
て
、「
食

物
調
理
科
の
み
の
単
科
高
校
」
と
し
て
市
立
高
校
を

発
足
さ
せ
る
と
い
う
方
針
が
最
終
的
に
定
ま
っ
た
の

は
、
生
徒
募
集
開
始
直
前
の
平
成
21
年
秋
だ
っ
た
。

残
さ
れ
た
時
間
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
が
、
教
育
長

を
は
じ
め
職
員
が
全
道
の
中
学
校
を
行
脚
。
学
校
説

明
会
な
ど
も
精
力
的
に
行
っ
た
。

　

そ
の
成
果
は
す
ぐ
に
表
れ
た
。
北
海
道
立
三
笠
高

校
時
代
は
、
生
徒
数
の
定
員
割
れ
が
続
い
て
い
た
が
、

市
立
高
校
と
し
て
最
初
の
平
成
24
年
度
入
試
に
お
い

て
、
全
道
の
公
立
高
校
ト
ッ
プ
の
競
争
率（
２
・
２
倍
）

を
記
録
し
た
の
で
あ
る
。

移
住
定
住
政
策
の
推
進
に
も 

加
わ
る「
勢
い
」

　
「
今
後
、
高
校
生
レ
ス
ト
ラ
ン
が
実
現
し
、
地
域

の
農
産
物
を
使
っ
た
料
理
を
提
供
す
る
シ
ス
テ
ム
が

で
き
れ
ば
、
卒
業
生
の
受
け
皿
が
で
き
る
と
と
も
に

地
域
の
農
業
が
活
気
づ
き
ま
す
。
そ
し
て
若

い
人
た
ち
が
生
き
生
き
と
働
く
場
所
が
で
き

れ
ば
、
高
齢
化
が
進
む
市
民
の
皆
さ
ん
に
も

大
い
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
ま
す
。
そ
う
し
た

ム
ー
ブ
メ
ン
ト
は
当
然
、
観
光
振
興
な
ど
の

交
流
人
口
の
増
大
に
も
好
影
響
を
も
た
ら
す

で
し
ょ
う
」（
小
林
市
長
）

　

し
か
も
市
立
三
笠
高
校
の
40
名
の
新
入
生

の
う
ち
、
三
笠
市
お
よ
び
隣
接
自
治
体
の
自

宅
か
ら
通
う
生
徒
は
８
名
だ
け
。
32
名
は
全

道
各
地
か
ら
の
転
入
組
（
高
校
の
学
生
寮
に

入
寮
。
32
名
の
う
ち
21
名
は
女
子
）

で
あ
り
、
す
な
わ
ち
非
常
に
若
い
新

市
民
が
一
気
に
誕
生
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。

　

炭
鉱
の
衰
退
に
始
ま
っ
た
人
口
減

少
化
に
長
年
悩
み
続
け
る
三
笠
市
で

は
、
移
住
定
住
促
進
事
業
は
喫
緊
の

課
題
と
い
え
る
。
こ
れ
に
対
応
す
る

た
め
、
平
成
23
年
度
半
ば
か
ら
は
、「
若
者

移
住
定
住
促
進
住
宅
建
設
費
用
助
成
事
業
」

（
民
間
賃
貸
共
同
住
宅
建
設
費
用
の
一
部
を

助
成
率
10
％
以
内
、
上
限
額
６
０
０
万
円
で

助
成
）や「
若
者
移
住
定
住
促
進
家
賃
助
成
事

業
」（
市
内
民
間
賃
貸
住
宅
へ
入
居
す
る
転
入

者
を
対
象
に
、
家
賃
の
一
部
を
地
元
使
用
商

品
券
で
助
成
）、「
住
宅
建
設
等
費
用
助
成
事

業
」（
新
築
住
宅
建
設
費
用
、
分
譲
住
宅
購
入

費
用
、
中
古
住
宅
購
入
費
用
の
一
部
を
助
成
）

を
は
じ
め
と
し
た
制
度
整
備
の
効
果
な
ど
に

よ
り
、
転
入
が
転
出
を
上
回
る
月
が
少
し
ず
つ
出
て

き
て
は
い
た
が
、
こ
の
点
で
、
市
立
三
笠
高
校
開
校

の
意
義
は
こ
と
の
ほ
か
大
き
か
っ
た
。

　

毎
年
４
月
は
従
来
、
転
出
が
転
入
を
圧
倒
的
に
上

回
る
現
象
が
毎
年
起
き
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

今
年
４
月
は
恐
ら
く
炭
鉱
の
閉
山
が
始
ま
っ
て
以

来
、
実
に
久
し
ぶ
り
に
転
入
が
転
出
を
上
回
っ
た（
転

入
80
名
、
転
出
63
名
）
の
で
あ
る
。
こ
の
80
名
の
転

入
者
の
う
ち
32
名
は
三
笠
高
校
の
新
入
生
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
前
述
し
た
移
住
定
住
に
関
す
る
手
厚

い
助
成
制
度
効
果
に
加
え
、「
幼
稚
園
授
業
料
・
保 昭和46年に閉山した奔別鉱山跡は産業遺産のツアーコースとしても人気

炭鉱とともに発展した北海道の鉄道の歴史がわかる三笠鉄道村

北海道教育大学と提携を結ぶ三笠市の創意工夫あふれる授業（市長もときどき教壇に立ち、地域の歴
史を教える）

食物調理科の単科高校としてスタートした市立三笠高校
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三笠市　市 政 ル ポ

（北海道）

育
所
負
担
金
助
成
事
業
」（
幼
稚
園
授
業
料
で
は
最

高
額
年
間
17
万
４
０
０
０
円
、
保
育
園
で
は
同

73
万
２
０
０
０
円
）、「
乳
児
紙
お
む
つ
購
入
費
用

助
成
事
業
」（
０
歳
児
対
象
で
月
６
５
０
０
円
分
助

成
）、「
小
学
校
給
食
費
無
料
化
」
な
ど
子
育
て
支
援

策
も
拡
充
し
て
い
る
。

　

加
え
て
、
教
師
出
身
で
何
よ
り
も
次
世
代
教
育
を

重
視
す
る
小
林
市
長
の
方
針
で
実
施
さ
れ
て
い
る
、

教
育
特
区
か
ら
の
実
績
を
誇
る
小
中
一
貫
教
育
（
平

成
16
年
度
〜
）、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
事
業
（
道

内
初
）、
ス
ポ
ー
ツ
環
境
充
実
事
業
な
ど
教
育
環
境

の
向
上
に
向
け
た
支
援
策
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

中
で
も
ス
ポ
ー
ツ
環
境
充
実
事
業
は
特
徴
的
な
事
業

で
あ
る
。

　

三
笠
市
は
北
海
道
内
に
本
拠
地
を
構
え
る
プ
ロ
野

球
・
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
お
よ
び
Ｊ
リ
ー
グ
・

コ
ン
サ
ド
ー
レ
札
幌
と
直
接
契
約
を
締
結
。
小
・
中

学
生
年
代
の
野
球
お
よ
び
サ
ッ
カ
ー
の
コ
ー
チ
を
派

遣
し
て
も
ら
っ
て
お
り
、
同
年
代
に
お
け
る
全
国
区

レ
ベ
ル
の
成
績
を
そ
れ
ぞ
れ
達
成
し
て
い
る
。
プ
ロ

野
球
側
、
Ｊ
リ
ー
グ
側
に
と
っ
て
も
、
選
手
の
引
退

後
の
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
を
模
索
し
て
お
り
、
三
笠

市
の
取
り
組
み
は
好
適
な
事
例
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

移
住
定
住
促
進
に
関
連
す
る
こ
れ
ら
の
取
り
組
み

に
加
え
、
前
述
し
た
よ
う
に
「
今
後
の
推
移
を
慎
重

に
見
つ
め
な
が
ら
、
早
け
れ
ば
市
立
三
笠
高
校
に
最

初
の
卒
業
生
が
出
る
平
成
26
年
度
な
い
し
27
年
度
を

目め

ど途
に
、
卒
業
生
た
ち
で
運
営
す
る
三
笠
市
版
の
高

校
生
レ
ス
ト
ラ
ン
の
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
て
み
た

い
」（
小
林
市
長
）と
の
方
針
も
掲
げ
て
い
る
。

　

今
は
ま
だ「
小
さ
な
変
化
で
し
か
な
い
」か
も
し
れ

な
い
。
し
か
し
、
人
口
減
少
化
と
高
齢
化
の
進し
ん
ち
ょ
く捗
が

常
態
に
な
っ
て
い
た
三
笠
市
に
と
っ
て
、
自
ら
の
努

力
と
創
意
工
夫
の
積
み
重
ね
で
獲
得
し
つ
つ
あ
る
こ

れ
ら
の
小
さ
な
変
化
は
、「
確
か
な
変
革
の
芽
」
と
い

え
る
だ
ろ
う
。

三
笠
市
は
ま
ち
じ
ゅ
う
が
ジ
オ
パ
ー
ク
！

　
「
炭
鉱
の
ま
ち
三
笠
」
の
歴
史
は
、
明
治
元
年
に
石

炭
層
が
発
見
さ
れ
、
始
ま
っ
た
。
そ
し
て
明
治
12
年
、

北
海
道
初
の
西
洋
式
近
代
炭
鉱
と
な
る
幌
内
炭
鉱
が

開
坑
さ
れ
る
。
幌
内
炭
鉱
が
近
代
化
の
原
動
力
と
し

て
い
か
に
期
待
さ
れ
て
い
た
か
は
、
幌
内
炭
鉱
か
ら

産
出
す
る
石
炭
の
輸
送
を
目
的
に
幌
内
炭
鉱
開
坑
の

3
年
後（
明
治
15
年
）、
幌
内
〜
手
宮（
小
樽
）の
間
に

幌
内
鉄
道
が
敷
設
さ
れ
た
こ
と
で
も
分
か
る
。
幌
内

鉄
道
は
新
橋
〜
横
浜
間
の
日
本
初
の
鉄
道
開
通
（
明

治
５
年
）
か
ら
10
年
後
、
日
本
で
３
番
目
の
鉄
道
敷

設
だ
っ
た
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
の
雄
と
し
て
の
石
炭
事
業
は

１
９
６
０
年
代
以
降
、
石
油
関
連
事
業
に
急
速
に

取
っ
て
代
わ
ら
れ
た
半
面
、
副
産
物
も
多
く
残
し
た
。

例
え
ば
石
炭
産
業
が
生
み
出
す
莫
大
な
利
益
は
北
海

道
各
地
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
原
動
力
と
な

り
、
北
海
道
の
教
育
水
準
の
高
度
化
を
進
め
た
。

　

三
笠
市
に
お
い
て
は
石
炭
を
は
じ
め
と
す
る
資
源

地
質
調
査
の
過
程
で
、
石
炭
層
を
含
む
５
０
０
０
万

年
前
の
新
生
代
古
第
三
紀
層
と
と
も
に
、
１
億
年
前

に
堆
積
し
た
白
亜
紀
の
地
層
が
見
つ
か
っ
た
。
そ
こ

か
ら
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
、
ク
ビ
ナ
ガ
リ
ュ
ウ
、
エ
ゾ
ミ

カ
サ
リ
ュ
ウ（
国
指
定
天
然
記
念
物
）な
ど
の
貴
重
な

古
生
物
の
化
石
も
大
量
に
発
見
さ
れ
、
今
も
っ
て
世

界
中
の
古
生
物
フ
ァ
ン
や
研
究
者
の
注
目
を
集
め
続

け
て
い
る
。

　

三
笠
市
で
は
現
在
、
こ
う
し
た
特
徴
的
な
地
質
を

生
か
し
た
地
域
振
興
の
方
策
と
し
て
「
三
笠
ジ
オ

パ
ー
ク
構
想
」
を
策
定
、
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
か
ら
の
認
定
（
目
標
平
成
25
年
９
月
）、
さ
ら

に
将
来
的
な
目
標
と
し
て
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
か
ら
の
認
定
を
も
目
指
し
て
い
る
。

　
「
大
地
の
遺
産
の
保
全
、
そ
の
教
育
的
活
用
、
大

地
の
遺
産
を
楽
し
む
ジ
オ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
組
み
合
わ

せ
に
よ
る
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
は
、
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
や

エ
ゾ
ミ
カ
サ
リ
ュ
ウ
な
ど
の
貴
重
な
化
石
展
示
を

行
っ
て
い
る
市
立
博
物
館
、
幌
内
鉄
道
以
来
の
鉄
道

遺
産
を
展
示
す
る
三
笠
鉄
道
村
、
炭
鉱
跡
の

産
業
遺
産
を
巡
る
ツ
ア
ー
な
ど
、
三
笠
市
で

現
に
行
っ
て
い
る
取
り
組
み
と
非
常
に
似
て

い
ま
す
。
何
よ
り
も
三
笠
市
の
地
質
的
な
ダ

イ
ナ
ミ
ズ
ム
は
、
存
在
そ
の
も
の
が
既
に
ジ

オ
パ
ー
ク
そ
の
も
の
だ
と
い
え
ま
す
」（
小
林

市
長
）

　

さ
ら
に
、
三
笠
市
が
室
蘭
工
業
大
学
と
の

提
携
に
よ
り
実
証
実
験
を
進
め
る
石
炭
地
下

ガ
ス
化
事
業
へ
の
取
り
組
み
も
注
目
さ
れ

る
。
こ
れ
は
炭
鉱
閉
山
に
よ
っ
て
埋
蔵
さ
れ

た
ま
ま
の
石
炭
層
（
空
知
地
方
に
は
全
埋
蔵

量
約
80
億
ｔ
の
う
ち
８
割
近
い
約
60
億
ｔ
、

三
笠
市
だ
け
で
も
７
・
５
億
ｔ
が
埋
蔵
し
て

い
る
と
さ
れ
る
）
を
人
工
的
に
燃
焼
さ
せ
、

地
中
で
発
生
し
た
ガ
ス
を
取
り
出
し
、
新
た

な
石
炭
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
活
用
し
よ
う
と

す
る
も
の
で（
Ｕ
Ｃ
Ｇ
技
術
）あ
り
、
石
油
エ

ネ
ル
ギ
ー
や
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
代
替
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
も
注
目
さ
れ
て
い
る
（
国
内
埋
蔵

の
石
炭
だ
け
で
、
日
本
全
体
の
石
炭
火
力
発
電
で
使

用
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
１
０
０
年
間
分
以
上
が
賄
え

る
と
さ
れ
る
）。

　

高
校
生
レ
ス
ト
ラ
ン
し
か
り
。
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想

し
か
り
。
石
炭
の
地
下
ガ
ス
化
し
か
り
。
三
笠
市
は

埋
蔵
さ
れ
た
自
ら
の
可
能
性
を
創
意
工
夫
で
活
用

し
、
定
住
人
口
の
増
加
な
ど
、
そ
の
成
果
を
地
域
活

性
化
に
結
び
付
け
る
べ
く
実
に
精
力
的
か
つ
魅
力
的

な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

�

（
取
材
・
文　

遠
藤　

隆
）

全国的に人気の高い地産ワインを製造する山㟢ワイナリー

古生物学の若手研究者を長年支援してきた小林市長は昨年、日本古生物学会から功労賞を受賞

日本最大級のアンモナイトやエゾミカサリュウなどの貴重な化石が展示されている市立博物館

かつて炭鉱労働者や家族が唄い踊った「北海盆唄」（盆踊り）は今も三笠市最大のイベント
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